
参 考

裏面に続く

【景観重点区域における建築物の高さ】の考え方について

・「杜の都」の原風景となる周辺の丘陵や樹林群を覆い隠さない高さ

・周囲からの眺望に対して，都市の立体感ある段階的な変化を形成する高さ

・風の道となる広瀬川からの空気の流れと地形の地盤高さに応じた高さ

・市街地中心部の土地利用や容積率にも配慮した高さ

・広瀬川の清流を守る条例による高さの基準を踏まえた高さ

・仙台城跡の高さ120mと市街地の平均地盤高さ40mとの差80mを踏まえた高さ

・市街地周辺部の社寺林の高さを踏まえた高さ

・遠くに見える太平洋の
水平線への配慮

・奥行感の
確保

・建築物の高さへの配慮
による建築スカイライン
の形成

・遠くに見える山並み、
稜線への配慮

・広瀬川沿いの緑
・広瀬川の周辺景観に
対する建築物の配慮

基準となる考え方

仙台城跡からの眺望のイメージ

具体的な高さ基準の考え方

各ゾーンの高さ基準の設定概念図

並木景

都心ビジネスゾーン

青葉山・大年寺山ゾーン

広瀬川周辺ゾーン

北山・宮町界隈ゾーン

樹林景

段丘景

並木景・都心景

丘陵景

第二種環境保全区域

保存緑地(杜の都の環境をつくる条例)

第一種環境保全区域

特別環境保全区域
広瀬川の清流を

守る条例

風致地区

定禅寺通

宮城野通

東二番丁通

西公園

勾当台公園

青葉通 仙台駅

広瀬川



丘陵景観への見通し
                

仙台城跡からの眺望への奥行き配慮                  
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広瀬川

風の道

大年寺山

広瀬川

【青葉山・大年寺ゾーン】 【広瀬川周辺ゾーン】

青葉山

通り越しの視線

眺望景観を遮らない建物
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遠望の山並み・水平線の見通し確保

眺望への奥行き配慮

広瀬川

【都心ビジネスゾーン】【広瀬川周辺ゾーン】

仙台城跡

標高 120ｍ
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仙台城跡

標高 120m

広瀬 川 の 清流 を守 る 条例

による高さ制限

【広瀬川周辺ゾーン】

【青葉山・大年寺山ゾーン】

歴史的通り

高低差

約 20ｍ

境内地の高さ

【北山・宮町界隈ゾーン】

境内樹林の高さ

仙台城跡からの眺望

【都心ビジネスゾーン】


